
仁

こ
の
条
に
お
い
て
「
配
当
日
」
と
い
う
。
)

の
属
す
る
年
分
の
当
該
外
信
法
人
」
に
改
め
、
田
内
議
第
一
号
中
「
特
定
外
罰
法

人
に
い
を
「
外
国
法
人
に
」
に
、

「
で
特
殊
関
係
株
主
等
で
あ
る
居
住
者
が
当
該
特
定
外
冨
法
人
か
ら
剰
余
金
の
配
当
等
の

騒
の
支
払
を
受
け
る
日
い
を
「
又
は
部
分
課
税
対
象
金
繍
で
、
説
当
司
い
に
改
め
、

「
前
条
第
一
環
」

の
ド
に
「
又
は
穏

現
」
ム
そ
加
え
、

「
特
定
外
盟
法
人
の
」
な
「
外
閣
法
人
の
い
に
改
め
、

「
次
以
勺
い
の
下
に
吋
及
が
次
簡
明
鰐
一
吟
」
そ
加
え
、

部
門
褒
第
二
回
守
中
「
特
定
外
璽
法
人
に
」
を
「
外
国
法
人
に
」
に
、

「
で
特
殊
関
係
紙
、
主
等
で
あ
る
摺
住
者
が
当
該
特
窓
外
関

迭
人
か
ら
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
の
支
払
を
受
け
る 

」
を
「
又
法
部
分
課
税
対
象
金
額
で
、
配
当
日
」
に
改
め
、

「計約条

第
一
環
」
の
下
に
「
又
は
第

項
」
を
加
え
、

「
特
定
外
患
法
人
の
」
を
「
外
国
法
人
の
」
に
、

「
特
定
外
国
法
人
か
ら
受

げ
た
い
を
「
外
開
法
人
か
ら
受
け
た
い
に
、

「
以
下
こ
の
条
い
を
「
第
一
…
一
項
」
に
改
め
、
関
条
第
三
明
中
「
又
は
第
一
一
弾

の
下
に
「
若
し
く
は
第
一
一
環
ぐ
を
加
え
、

「
課
税
務
金
額
い
そ
「
課
税
械
金
額
等
」
に
、

「
機
一
腐
の
規
定
、
そ
い
そ
「
第
…

項
及
び
第
ニ
項
の
規
定
を
」
に
改
め
、
問
項
を
開
条
第
問
問
棋
と
し
、
開
条
第
一
一
寝
中
立
鰐
壌
の
規
定
は
、
課
税
満
点
税
制
鱗
」
を

「
話
一
一
項
の
規
定
は
、
課
設
第
金
額
又
は
間
接
配
当
等
若
し
く
は
間
接
課
税
済
金
額
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
課
税
務
金

額
等
い
と
い
う
。
〉
」
に
、

「
当
該
課
税
済
金
額
」
を
「
当
該
課
税
構
金
額
等
」
に
、

「
向
項
に
規
定
す
る
年
分
」
を
「
配

当
自
の
隅
ず
る
年
分
」
に
、

「
間
一
嘆
の
規
定
に
よ
る
」
を
「
前
一
一
聴
の
規
定
に
よ
る
い
に
、

「
問
項
に
燭
窓
す
る
特
定
外
国 

B
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法
人
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
規
定
す
る
外
国
法
人
」
に
、

「
同
項
の
規
定
に
よ
り
」

め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
」
に
改

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
外
国
法
人
が
他
の
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
が
あ
る
と
き
は
、

同
項
の
居
住
者
が
同
項
の
外
国
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
か
ら
当
該
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
に
つ
き
同
項

の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
部
分
の
金
額
を
控
除
し
た
金
額
(
当
該
外
国
法
人
に
係
る
次
に
掲
げ
る
金
額
の
う
ち
い
ず
れ
か

少
な
い
金
額
に
達
す
る
ま
で
の
金
額
に
限
る
。
)
は
、
当
該
居
住
者
の
配
当
日
の
属
す
る
年
分
の
当
該
外
国
法
人
か
ら
受

け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
に
係
る
配
当
所
得
の
金
額
の
計
算
上
控
除
す
る
。

一
配
当
日
の
属
す
る
年
及
び
そ
の
年
の
前
年
以
前
二
年
内
の
各
年
に
お
い
て
、
前
項
の
外
国
法
人
が
他
の
外
国
法
人
か

ら
受
け
た
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
(
当
該
他
の
外
国
法
人
の
前
条
第
一
項
文
は
第
四
項
の
規
定
の
適
用
に
係
る
事
業
年

度
開
始
の
目
前
に
受
け
た
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
)

の
う
ち
、
当
該
居
住
者
の

有
す
る
前
項
の
外
国
法
人
の
直
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
(
配
当

日
の
属
す
る
年
の
前
年
以
前
二
年
内
の
各
年
分
(
次
号
ロ
に
お
い
て
「
前
二
年
内
の
各
年
分
」

と
い
う
。
)
に
お
い
で

当
該
外
国
法
人
か
ら
受
け
た
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
(
と
の
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
金
額
の
う
ち
、

当
該
外
国
法 



入
が
当
該
他
の
外
国
法
人
か
ら
受
け
た
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お

い
で

「
特
例
適
用
配
当
等
の
額
」

と
い
う
。
)

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
特
例
適
用
配
当
等
の
額
を
控
除
し
た
残
額
。

次
項
に
お
い
て

「
間
接
配
当
等
」

と
い
う
。
)

次
に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額

前
号
の
他
の
外
国
法
人
に
係
る
課
税
対
象
金
額
文
は
部
分
課
税
対
象
金
額
で
、
配
当
日
の
属
す
る
年
分
に
お
い
て

前
条
第
一
項
文
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
年
分
の
雑
所
得
の
金
額
の
計
算
上
総
収
入
金
額
に
算
入
さ
れ
る
も
の

の
う
ち
、
同
号
の
居
住
者
の
有
す
る
当
該
他
の
外
国
法
人
の
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
(
第
四
十
条
の
五
第
二
項
第

二
号
イ
に
規
定
す
る
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
を
い
う
。

ロ
に
お
い
て
同
じ
。
)

に
対
応
す
る
部
分
の
金
額
と
し
て

政
令
で
定
め
る
金
額

前
号
の
他
の
外
国
法
人
に
係
る
課
税
対
象
金
額
文
は
部
分
課
税
対
象
金
額
で
、
前
二
年
内
の
各
年
分
に
お
い
て
前

条
第
一
項
文
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
前
二
年
内
の
各
年
分
の
雑
所
得
の
金
額
の
計
算
上
総
収
入
金
額
に
算
入
さ
れ

た
も
の
の
う
ち
、
同
号
の
居
住
者
の
有
す
る
当
該
他
の
外
国
法
人
の
間
接
保
有
の
株
式
等
の
数
に
対
応
す
る
部
分
の

金
額
と
し
て
政
令
で
定
め
る
金
額
(
前
二
年
内
の
各
年
分
に
お
い
て
前
項
の
外
国
法
人
か
ら
受
け
た
特
例
適
用
配
当

ロ イ
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L 
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五
回

等
の
額
が
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
特
例
適
用
浴
車
当
等
の
額
を
襲
爵
し
た
残
額
。
次
項
に
お
い
て

「
爵
護
課
税
請
金

mγ

緩
い
と
い
う
。
)

簸
間
十
条
の

ぷ
同
住
者
が
そ
の
者
に
係
る
特
定
外
題
法
人
か
ら
受
け
る
剰
余
金
の
配
当
等
の
額
に
係
る
」
を
「
前
一
一

A

条
の
殺
認
の
躍V

mm
を
受
け
る
賠
住
者
の
い
に
改
め
る
。

a

霧
器
十
�
 条
第
一
一
嶋
第
四
号
中
「
そ
の
者
に
掠
る
能
明
治
者
〈
そ
の
者
が
第
二
十
九
条
第
一
環
に
規
定
す
る
給
与
一
納
得
者
等

で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
項
に
瑚
症
す
る
妓
用
者
を
い
う
い
を
「
所
得
税
法
第
ニ
十
八
条
第
一
一
明
に
規
定
す
る
給
与
等
又
は

悟
法
第
一
二
十
条
第
一
一
府
内
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
の
支
払
を
受
け
る
居
住
者
に
係
る
使
用
者
(
当
該
語
症
者
が
法
人
税
法
第

二
条
第
十
五
号
に
規
定
す
る
役
員
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
該
当
し
な
い
場
合
に
お
け
る
当
該
支
払
を
す
る
者
を
い
う
」

」
、;
 
「
当
該
そ
の
者
」
を
「
当
該
居
住
者
」
に
、

「
又
泣
そ
の
者
」
を
「
又
は
当
該
居
住
者
」
に
改
め
る
。


第

一
条
の
�
 一
一
の
一
一
第
一
二
項
第
町
一
バ
吋
中
「
そ
の
者
に
係
る
使
用
者
〈
そ
の
者
が
第
三
十
九
条
第
一
一
壌
に
規
定
す
る
給
与


期
務
審
紘
一
サ
で
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
嘆
に
規
定
す
る
使
用
者
を
い
う
。
以
下
と
の
号
に
お
い
て
持
じ
」
を
「
擦
問
問
十
一
条
第

一
環
第

号
に
規
窓
ず
る
使
用
者
〈
以
下
こ
の
勾
に
お
い
て
「
艇
用
者
」
と
い
う
い
に
、

「
当
該
そ
の
者
に
部
る
」
を
「
当

議
い
に
、

「
〈
は
そ
の
者
に
係
る
い
を
「
又
は
当
該
い
に
改
め
る
α
�
 



記� 

ι


第
四
十
一
条
の
五
第
七
項
第
一
号
中
「
平
成
二
十
一
年
十
二
月
三
十
一
母
」
を
「
平
成
一
一
十
五
年
十
二
月
五
十
一
日
」
詑

改
め
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
三
十
題
号
の
一
一
ご
を
「
第
三
一

号
の
四
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
一
の
五
り
こ
第
七
項
第
一
号
中
「
平
成
一
一
十
一
一
年
十
二
丹
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一

日
」
に
改
め
、
山
内
条
第
十
一
一
頃
娘
一
号
中
「
第
五
十
問
時
の
一
一 

ー
を
「
第
五
十
間
特
の
四
」
忙
殺
め
る
。

r

第
四
十
一
条
の
八
の
見
出
じ
を
「
〈
給
付
金
の
非
課
税
〉
」
に
改
め
、
開
門
条
第
一
墳
を
制
的
り
、
持
条
第
一
一
墳
を
開
条
と
す

第
四
十
一
条
の
丸
第
四
現
中
1

「
、
第
八
十
一
条
の
十
四
第
一
項
及
び
第
百
条
第
一
項
」
を
「
及
び
第
八
十
一
条
の
十
居
第

一
項
)
に
改
め
る
。

刊
第
凶
十
一
条
の
十
一
一
第
四
璃
中
つ
第
九
十
一
条
の
十
閉
第
一
環
及
び
第
百
条
第
一
項
い
を
「
及
、
び
第
八
十
一
条
の
ふ

第
一
項
」
に
改
め
、

同
条
第
こ
十
項
中
「
第
五
条
の
ニ
第
九
項
」
を
「
第
五
条
の
ニ
第
十
一
環
」
に
改
め
る
。

第
四
ム 
γ
A
条
の
十
一
ニ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
?

ー
{
援
韓
関
壌
の
繍
遊
説
品
提
等
の
非
嫡
献
税
等
)

i

第
閥
+
二
条
の
よ 

三

非
賠
住
者
が
第
一
ゑ
条
の
こ
第
十
一
明
に
規
定
す
る
鱗
韓
関
僚
(
以
下
乙
の
撰
及
び
第
一
四
墳
に
お
い
て

一一五五

る

i
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二
五
六

と
い
う
。
〉
又
は
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
振
替
地
方
債
(
以
下
こ
の
項
及
、
び
第
四
項
に
お
い
で

地
方
債
」
と
い
ラ
。 
v

に
つ
き
支
払
を
受
け
る
償
還
差
益
(
そ
の
振
替
国
債
又
は
振
替
地
方
債
の
償
還
(
買
入
消
却
を
含

む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

に
よ
り
受
け
る
金
額
が
そ
の
振
替
国
債
又
は
振
替
地
方
債
の
取
得
価
額
を
超
え
る

場
合
に
お
け
る
そ
の
差
益
を
い
う
。
)
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課
さ
な
い
。

非
居
住
者
が
平
成
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
第
五
条
の
三
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
振
替

社
債
等
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
特
定
振
替
社
債
等
」

と
い
う
。
)
に
つ
き
支
払
を
受
け
る
償
還
差
益
(
そ
の
特
定
振

替
社
債
等
の
償
還
に
よ
り
受
け
る
金
額
が
そ
の
特
定
振
替
社
債
等
の
取
得
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
差
益
を
い

で
当
該
特
定
振
替
社
債
等
の
発
行
を
す
る
者
の
第
五
条
の
三
第
二
項
に
規
定
す
る
特
殊
関
係
者
で
な
い
も
の
が
支

払
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課
さ
な
い
。

非
居
住
者
が
平
成
十
年
四
月
一
日
以
後
に
発
行
さ
れ
た
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す
る
民
間
国
外
債
(
以
下
こ
の
項
及
び

次
項
に
お
い
て

「
民
間
国
外
債
」

と
い
う
。
)
に
つ
き
支
払
を
受
け
る
発
行
差
金
(
そ
の
民
間
国
外
債
の
償
還
に
よ
り
受

け
る
金
額
が
そ
の
民
間
国
外
債
の
発
行
価
額
を
超
え
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
差
益
を
い
う
。
)
で
当
該
民
間
国
外
債
の
発

行
を
す
る
者
の
同
条
第
四
項
に
規
定
す
る
特
殊
関
係
者
で
な
い
も
の
が
支
払
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
を
課

つ

O 
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、
ど
う
か
の
判
定
そ
の
組
前
各
墳
の
規
定
の
瀦
用
に
関
し
必
饗
な
事
壊
時
、
政
令
で
定
め
る
。

第

一
条
の
十
六
の
見
山
出
し
そ
叶
〈
間
関
刷
の
者
親
等
に
係
る
扶
養
控
除
の
特
例
〉
い
に
改
め
、
問
条
第
一
環
そ
削
り
、

一一辺七

機

i

一
条
の
十
凶
第
一
一
環
第
一
号
中
「
刷
用
法
ふ 

間
号
の
忠
い
そ
「
第
一
…
一
十
問
問
問
守
的
問
問
い
に
改
め
る
。 

さ
な
い
。

非
患
を
者
が
有
す
る
振
替
国
機
、
振
替
地
方
館
、
特
定
掠
替
社
鍍
等
又
は
民
間
器
外
出
恨
の
欝
灘
に
よ
り
生
ず
る
機
失
の

額
(
畏
問
問
屋
外
護
に
あ
っ
て
は
、

そ
の
民
間
間
外
債
の
償
還
に
よ
り
受
け
る
金
額
が
そ
の
民
間
同
一
也
外
債
の
発
行
価
額
に
満

た
な
い
場
合
に
お
け
る
そ
の
満
た
な
い
部
分
の
金
額
に
眠
る
。
)
は
、
所
得
税
に
興
す
る
法
令
の
規
定
の
議
用
に
つ
い
て

は
、
な
い
も
の
と
み
な
す
。

話
各
項
の
規
定
は
、
第
一
一
擦
に
規
定
す
る
償
還
差
益
、
第
二
項
に
規
定
す
る
撞
還
差
益
若
し
く
は
第
一
二
項
に
規
定
す
る

発
行
差
金
又
は
前
項
に
規
定
す
る
損
失
の
額
の
う
ち
、

園
内
に
恒
久
的
撞
設
を
有
す
る
非
君
住
者
が
支
払
を
受
け
る
も
の

リ
人
は
彊
内
立
山
総
久
的
鑑
設
を
有
す
る
非
崩
住
者
に
つ
き
生
ず
る
も
の
で
そ
の
者
の
盟
内
に
お
い
て
行
う
事
業
に
帰
せ
ら
れ

る
も
の
そ
の

の
政
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
J

適
揺
し
な
い
。

紙
付
設
鍛
替
社
纏
等
の
第
一
一
明
に
規
建
す
る
償
還
義
益
の
支
払
を
受
け
る
者
が
四
円
壌
に
嬬
認
す
る
特
殊
関
係
者
で
あ
る
か

〈

〈
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五
八

関
条
第
一
一
項
中
「
第
ニ
条
第
一
現
第
三
十
四
号
の
一
一
一
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
三
十

号
の
四
」
に
、

「
第
八
十
四
条
第
一
二

項
」
を
「
第
八
十
匹
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
項
を
向
条
第
一
項
と
し
、
出
向
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
理
」
に
改

め
、
問
問
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



Ji 
九

砲
の
老
人
扶
韓
親
族

第
四
十
一
条
の
十
六
第
三
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

鱗
四
十
一
条
の
十
八
第
ニ
夜
中
「
五
千
田
川
」
を
「
恥
一
千
円
い
に
読
め
る
。

第
間
十
一
条
の
十
九
の
五
第
…
噴
出
叩
「
〈
平
成
十
四
年
法
律
峨
別
荘
去
十
五
怠
い
そ
削
る
。

第
四
十
二
条
の
一
一
第
ニ
項
第
一
号
中
「
条
絵
」
の
下
に
「
そ
の
他
の
我
が
閉
山
が
締
結
し
た
間
務
約
束
(
租
税
の
賦
錦
及
、
び

徴
収
に
関
す
る
情
報
を
相
互
に
提
供
す
る
こ
と
を
定
め
る
規
定
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
)
」
を
、

「
締
約
国
」
の
下
に

「
又
は
締
約
者
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
一
条
の
去
の
見
出
し
そ
「
〈
欝
則
的
〉
い
に
改
め
、
同
条
繁
一
一
一
墳
が
}
制
的
り
、
問
条
第
一
一
壊
後
間
条
第
一
一
一
墳
と
し
、
間
関

条
第
一
項
中
「
二
十
万
円
」
を
「
五
十
万
円
」
に
改
め
、
問
項
第
一
一
号
中
「
上
場
証
券
投
資
…
…
俗
説
い
を
「
上
場
証
券
投
資
信

託
等
」
に
改
め
、

「
謹
定
す
る
報
告
書
」

の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
十
四
第
十
五
項
に
規
定
す
る
報
告
書
」
を
加
え
、

璃
第
五
号
及
が
第
六
号
山
中
「
第
三
十
七
条
の
十
一
の
一
一
一
第
十
二
項
」

の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
十
四
第
十
八
項
」
を

ぇ
、
問
閣
制
安
部
門
染
第
一
一
墳
と
し
、
開
条
に
欝
…
壌
と
し
て
次
の
…
壌
を
加
え
る
。

正
当
な
理
由
が
な
く
て
第
一
一
十
八
条
の
ぷ
第
七
現
、
第
三
十
条
の
一
一
第
五
項
、
第
五
十
一
条
の
一
一
第
七
項
、
第
一
一
一
十
三 



る。

二
六 
O

条
の
五
第
一
項
、
第
一
一
一
十
六
条
の
…
ニ
第
一
環
か
ら
第
一
一
一
項
ま
で

(
第
-
ニ
十
六
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
〉
、
第
一
一
一
十
七
条
の
一
一
第
…
項
若
し
く
は
第
一
一
環
〈
第
五
十
七
条
の
閤
又
は
第
一
一
一
十
七
殺
の
蕊
第
五
議
第

一
一
号
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
議
爵
ず
る
場
合
及
び
同
条
第
ご
現
〈
開
条
第

璃
の
賎
就
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場

合
そ
含
む
。
〉
に
お
い
て
諜
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
〉
、
第
三
十
七
条
の
八
第
一
環
(
第
三
十
七
条
の
九
の

一
一
第
凶
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
)
、
第
凶
十
一
条
の
一
一
一
第
一
項
、
第
四
十
一
条
の
五
第
十
三

項
若
し
く
は
第
十
四
項
又
は
第
四
十
一
条
の
十
九
の
四
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
る
修
正
申
告
書
又
は
期
限
後
申
告
書
を
こ

れ
ら
の
申
告
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
提
出
し
な
か
っ
た
者
は
、

一
年
以
下
の
懲
投
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

る
。
た
だ
し
、
情
状
に
よ
り
、
そ
の

を
免
体
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
間
十
一
一
条
の
一
一
一
鵠
四
現
中
「
誠
一
噴
い
の
下
に
「
又
は
第
一
一
現
い
そ
加
え
、

「
問
項
い

そ
「
こ
れ
ら
の
規
窓
い
に
改
め

第
開
制
十
二
条
の
三
の
一
一
第
一
世
出
下
中
「
第
一
識
と
掘
、
げ
る
法
人
又
は
人
格
の
な
い
投
開
等
」

の
下
に
「
〈
法
人
税
法
第
二
条

第
九
号
に
規
定
す
る
普
通
法
人
〈
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
普
通
法
人
」
と
い
う
。
)

の
う
ち
各
事
業
年
度
終
了
の
時
に
お

い
て
罰
法
第
六
十
六
条
第
六
項
各
号
及
び
第
百
密

三
条
第
五
項
各
号
に
掲
げ
る
法
人
立
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
)
」

「

を
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加
え
、

「
係
る
法
人
税
法
」
を
「
係
る
罰
法
」
に
改
め
、
問
項
の
表
の
第
一
号
の
第
一
機
中
吋
法
人
税
法
第
二
条
第
九
号
と

第
規
定
す
る
」
及
び
「
保
険
業
法
に
麗
定
す
る
相
互
会
社
及
、
び
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
並
び
に
」
を

向
�
 

鵠
一

二
条
の
開
第
一
現
中
寸
諮
問
問
十
一
一
条
の
ふ
!
橋
一
一
鳴
い
な
「
競
び
に
燐
四
十
一
一
条
の
ふ
�
 第
一
一
環
」
に
改
め
、

「設

び
に
第
盟
十
一
一
条
の
十
一
第
谷
一
理
、
第
一
一
一
理
及
び
第
五
羽
」
を

間
関
条
第
一
一
一
時
日
放
び
第
七
現
中
ア
�
 め
る
金
額
」
を

「
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
」
に
改
め
、
同
条
第
九
寝
中
「
平
成
ニ
十
一
一
年
一
一
一
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
二
十

四
年
五
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
間
的
条
第
十
一
項
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
一
第
五
項
」
を
類
り
、
日
間
条
第
十
六
事
中
「
事

後
設
立
法
人
若
し
く
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
説
法
人
若
し
く
は
被
現
物
分
際
法
人
」
に
故
め
る
。

十
一
一
条
の
五
第
一
環
第
一
…
号
中
「
お
油
」
そ
「
化
都
燃
料
〈
非
化
石
エ
ネ
ル
ギ
�
 の
縄
発
及
び
導
入
の
保
議
に
認
す

る
詰
律
第
二
条
第
一
号
に
揖
定
す
る
北
石
燃
料
を
い
う
。
)
」
む
改
め
、

叶
資
し
、

文
法
当
該
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
糠
の
料
用
に

伴
い
生
ず
る
公
害
そ
の
組
こ
れ
に
準
ず
る
公
共
の
災
害
の
詰
止
に
」
を
期
り
、

「
次
に
謁
、
げ
る
」
を
「
新
エ
ネ
ル
ギ
�
 耗
用

紘
一
サ
の
捉
進
に
関
す
る
特
別
法
畑
謹
法
第
一
一
条
に
親
症
す
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
等
に
資
す
る
い
に
改
め
、
問
号
イ
及
、
び
む
を
翻

り
、
館
内
条
第
一
一
明
中
寸
第

一
一
条
の
十
第
二
現
」
を
「
盤
、
び
に
第
四
十
二
条
の
十
第
二
極
」
に
改
め
、

「
並
び
に
第
問
問

i

i
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十
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描
一
一
環
、
第
三
頃
及
、
ひ
第
五
項
い
を
期
り
、
開
条
第
五
項
中
「
、
第

一
一
条
の
十
一
瀬
正
壌
」
を
錦
町
分
。
;

…
…
条
の
六
期
一
壌
や
ご
平
成
一
一
十
一
一
年
一
二
丹
一
一
一

日
」
~
を
川
一
平
成

二
条
の
十
第
一
一
環
」
に
改
め
、

年
五
月
一
品
十
一
日
」
に
改
め
、
:
問
問
条

第
一
一
頃
中
「
、
第
四
ト
バ
一
条
の
ふ
十
第
ヱ
項
」

を
「
設
が
ピ
第
問
問

町
並
び
に
第
四

十
一
第
こ
項
、
'
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
削
り
、
開
条
第
五
項
中
「
、
第
四
十
三
条
の
十
三
一
第
五
項
」
を
翻
る
?

第
四
十
二
条
の
七
の
見
出
し
を 

「
〈
事
業
基
盤
強
化
設
議
等
を
取
得
し
た
場
合
等
の
韓
関
構
却
又
は
法
人
税
額
の
特
挺
諜

捨
〉
い
に
改
め
、
同
条
第 

寝
中
「
期
間
〈
い
の
下
に
「
以
下
こ
の
環
及
び
い
を
加
え
、

「
な
い
沼
核
各
号
い
そ
「
な
い
事

J

議
議
繰
強
化
設
備
等
〈
部
設
各
号
」
に
、

「
機
械
及
び
装
盤
強
が
に
器
具
及
び
備
品
マ
裁 

い
を
「
減
側
償
却
資
産
〈
第
一

f

号
か
ら
第
四
号
ま
で
又
は
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
定
め
る
機
械
及
、
び
装
置
並
び
に
凶
器
具
及
、
び
縮
品
に
あ
っ
て
は
、
政

令
」
に
、
一

「
(
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
事
業
基
盤
強
化
設
議
」
と
い
う
」
を

「
に
隈
る
。 

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
照
じ
」
に
、

「
又
は
事
業
基
盤
強
化
設
備
い
を
「
又
誌
事
業
基
盤
強
化
設
備
等
」
に
、

当
該
事
業
暴
騰
強
化
投

吋

犠
」
そ
「
の
当
殺
事
業
基
線
強
化
設
備
等
〈
第
正
問
守
に
定
め
る
減
価
備
部
資
牒
〈
以
下
と
の
場
に
お
い
て
「
情
報
慕
蟻
強
北

A
A
W

v

mw

投
機
等
」
と
い
う
。
〉
児
あ
っ
て
は
、
問
問
問
守
に
掲
げ
る
法 
λ
の
扶
凶
周
年
度
の
指
定
期
出
向
山
内
に
お
い
て
当
該
法
人
が
事
瀧
の

に
供
し
た
情
報
基
盤
強
記
設
欝
等
の
取
得
怖
額
の
合
計
額
が
致
令
で
定
め
る
金
額
以
上
で
あ
る
場
合
の
当
該
情
報
基
盤
強
記

o 
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設
備
等
に
躍
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
適
用
対
象
事
業
基
盤
強
詑
設
機
等
」
と
い
う
。
〉
」
に
、

「
、
当
該
事
業
基
盤

強
化
設
瞭
」
を
で
当
核
過
用
対
象
事
業
譲
盤
強
匙
投
鱗
等
い
に
、

「
〈
当
殺
事
業
譲
盤
強
化
設
備
い
が
}
「
ハ
潟
核
灘
用
対

象
事
業
基
盤
強
北
設
備
等
」
に
改
め
、

「
(
第
四
号
立
規
定
す
る
大
震
模
法
人
が
取
得
し
、

又
は
製
作
し
た
毘
号
に
定
め
る

資
躍
に
つ
い
て
は
、
議
該
淑
得
倍
額
に
政
令
で
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
)
」
を
削
り
、

寝
第
四
号
中

「
〈
当
該
事
業
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
特
定
の
事
識
を
営
む
大
難
模
法
人
〈
問
項
に
鏡
殺
す
る
中
小
企
業
者
立
該
当
す
る
法

λ
以
外
の
迭
人
を
い
う
。
)

を
含
む
。
)
」
を
諮
り
、
向
項
第
七
号
を
日
間
項
第
八
号
と
し
、
詞
項
第
六
号
を
居
間
環
第
七
号
と

し
、
沼
例
措
悦
第
五
日
守
中
「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」

に
改
め
、
田
川
号
を
府
内
項
第
六
号
と
し
、
部
門
項
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

五

襲
造
業
そ
の
他
靖
報
基
盤
の
強
化
が
事
業
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
も
の
と
し
て
政
令
で
定
め
る
事
業
務
}
営
む
第
四
十

一
一
条
の
冊
第
六
壊
に
規
定
す
る
中
小
企
業
者
に
該
当
す
る
法
人

当
該
情
報
基
盤
の
強
化
に
資
す
る
減
価
償
却
資
産
で

帥
財
務
省
令
で
恕
め
る
も
の

第
盟
十
二
条
の
七
第
二
項
中
「
あ
っ
て
は
紋
令
で
定
め
る
法
人
を
、
再
現
第
匝
号
に
掲
ぜ
る
法
人
に
あ
っ
て
は
同
号
に
鏡

定
す
る
大
親
模
法
人
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
「
あ
っ 

τは
、
政
令
で
定
め
る
法
人
を
」
に
、

「
事
業
基
盤
強
詑
設
犠
を
」
を
「
事

仁 
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業
基
盤
強
化
設
鏑
等
を
い
に
、

一
一
六
問

「
当
該
事
業
基
盤
強
住
投
機
に
つ
き
」
な
「
適
期
対
象
卒
業
基
毅
強
化
投
錨
等
に
つ
浅
い

に
、
「
、
第
問
ふ 
i

二
条
の
十
第
一
…
騒
い
そ
「
説
、
引
に
議

一
一
条
の
十
第
一
一
現
い
に
改
め
、

「
並
び
に
筋
間
十
三
条
の

第 
a

一
項
、
第
一
一
一
頃
及
び
第
古
川
地
円
:
を
削
り
、

「
事
業
基
盤
強
化
設
舗
の
」
を
「
適
用
対
象
事
業
基
穣
強
化
設
構
等
の
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
及
び
第
五
項
中
「
事
業
基
盤
強
化
設
嶺
」
を
「
適
用
対
象
事
業
基
盤
強
化
設
錆
等
」
に
改
め
、
同
条
第
七

項
中
「
、
第
四
十
二
条
お

一
第
五
項
」
を
削
り
、
持
条
第
八
項
及
び
第
十
二
項
中
「
事
業
暴
蟻
強
化
設
備
い
を
「
事
業
基

機
強
化
設
備
紺
一
ど
に
改
め
る
。

諮
問
十
二
条
の
九
第
…
寝
中
つ
次
条
第
一
一
噴
い
を
「
並
が
に
次
条
第
一
一
噴
い
に
改
め
、

「
並
び
に
第
四
十
一
一
条
の

第
二
項
、
第
三
現
及
川
小
第
五
項
」
を
削
り
、
開
条
第
沼
環
丸
山
ザ
つ
第
閥
十
一
一
条
の
十
…
第
五
項
」
を
割
る
。

第
四
十
二
条
の
十
第
二
項
中
寸
前
条
並
び
に
次
条
第
二
項
、
第
三
項
及
び
第
五
項
」
を
「
並
び
に
前
条
」
に
改
め
、

条
第
五
項
中
「
、
次
条
第
五
項
」
を
揺
る
。

第
山
間
十
一
一
条
の
ふ
十
一
を
掛
る
。

議
山
間
十
…
一
条
の
十
一
一
鵠
一
環
ゃ
っ
第
四
十
一
一
条
の
十
第
一
一
環
、
第
三
現
及
び
第
五
市
引
い
を
制
約
り
、
詞
現
第
八
時
山
中
「
鵠

二
条
の
十
第
一
一
頃
い
を
三
部
条
第
周
一
項
」
に
改
め
、
日
覆
第
九
ロ
げ
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
:
第
四
十
二
条
の
十
第

。
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「

一
…
一
項
」
を
削
り
、
開
条
第
三
職
中
「
、
第
四
十
一
一
条
の
十
第
四
項
」
を
翻
り
、
同
条
第
問
問
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
蕊
の
…
一

第
一
項
の
い
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
項
、
の
い
に
、

「
第
六
十
八
条
の
十
蕊
の
一
一
第
一
事
各
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の

十
近
第
一
項
各
号
い
に
改
め
、
開
条
第
五
項
中
「
第
六
十
八
条
の
十
五
の
一
一
第
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
十
五
第
一
一
芳

に
改
め
、
同
条
を
第
四

一
一
条
の
十
一
と
す
る
。

第
四
十
四
条
第
…
積
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

青
告
申
告
撃
を
議
出
す
る
法
人
で
そ
の
施
設
等
に
つ
き
地
滋
防
災
の
た
め
の
対
策
を
卒
急
に
講
ず
る
必
裂
が
あ
る
も
の

n
H
H
刀口 

h
川 

ぃ、、
H

3
r

と
し
て
政
令
で
定
め
る
も
の
が
、

二
年
四
月
一
一
は
か
ら
一
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
円
ね
ま
で
の
間
に
、
大
類
模

活
動
何
回

機
対
策
特
別
措
織
法
第
二
条
第
間
関
号
に
規
定
す
る
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
そ
の
能
の
地
嬢
防
災
の
た
め
の
対
震
を
繋

急
に
控
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
監
域
と
し
て
政
令
で
定
め
る
竪
域
内
に
お
い
て
、
地
麓
防
災
に
資
す
る
機
械

及
、
び
線
機
そ
の
他
の
減
価
償
却
岬
量
産
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
う
ち
そ
の
製
作
悲
し
く
は
建
設
の
後
事
業
の
用
に
供
さ
れ

た
こ
と
の
な
い
も
の

(
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

「
地
震
務
災
対
策
用
資
産
」
と
い
う
。
)
そ
敬
得
し
、

又
は
地
震
前
災
対

策
用
資
産
を
雛
作
し
、
殺
し
く
は
建
設
し
て
、
こ
れ
を
当
該
法
人
の
響
楽
の
患
に
供
し
た
場
合
(
所
有
権
移
転
外
リ 

ス
i

取
引
に
よ
り
取
得
し
た
当
該
地
震
防
災
対
策
用
資
還
を
そ
の
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
を
除
く
。
〉
に
は
、

二
六
五

そ
の
用
に
供

L 



二
六
六

し
た 

を
含
む
事
業
停
躍
の
当
該
地
震
訪
災
対
築
用
資
産
の
償
却
限
度
額
培
、
法
人
税
法
第
一
ニ
ト
一
条
第
一
環
又
法
務
一
一

R

墳
の
規
建
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
地
震
防
災
対
策
用
資
産
の
普
通
燐
部
畑
山
援
額
と
特
期
検
却
綴
牒
翻
〈
当
餓
姉
崎
議
結
災
対

策
用
資
産
出
取
得
総
額
の
百
分
の
一
一
十
に
州
知
当
ず
る
余
鍛
を
い
う
。
)
と
の
合
計
額
と
す
る
。

第
四
十
出
粂
の
揺
を
削
り
、
第
四
十
四
条
の

を
第
凶
ト
凶
条
の
四
と
し
、
第

間
同
条
の
心
ハ
を
削
り
、
第
四

七
を
第
四
十
四
条
の
五
と
す
る
。

第
四
十
六
条
の
こ
第 

A

一
項
中

「
平
成
三
十
三
年

一
日
」
を
「
平
成
‘
一
十
三
年
一
一
一
月
三
十
一
日
」
に
、

号
及
び
第
五
号
」
を
「
か
ら
第
四
日
可
ま
で
い
に
改
め
、
持
墳
の
表
の
第
四
号
を
出
り
、
間
的
衰
の
紙
一
な
号
を
同
義
の
第

肉
付
と

し
、
問
条
第
一
…
一
現
鰐
一
一
一
時
中
叶
第
七
十
一
条
第
一
環
い
を
「
第
四
十
一
一
一
条
鵠
正
現
に
規
定
す
る
身
体
障
害
者
又
は
知
的
簿
客一

者
で
あ
る
短
時
間
労
働
者
、
同
条
第
五
噴
」
に
、 

3

第
七
ト
一
一
条
の
ふ
ハ
」
を
「
第
七
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
七
条
の
晃
出
し
を
「
(
高
齢
者
向
け
審
員
賞
貸
住
宅
の
割
増
償
却
)
」
に
改
め
、
日
間
条
第
一
項
及
、
ひ
第
二
項
を
部

り
、
同
条
第
三
項
中
「
(
当
該
事
業
年
度
に
お
け
る
護
薄
額
の
計
算
に
闘
し
第
一
環
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除

く。
 

ν

」
を
削
り
、
詩
壇
を
開
条
第
一
墳
と
し
、
同
条
第

現
中
「
適
格
事
後
設
立
い
を
「
惑
絡
現
物
分
配
〈
以
下
こ
の
現

に
お
い
て
「
瀦
絡
会
併
等
い
と
い
う
。
〉
い
に
、

「
藤
縄
合
詳
、
漉
格
分
割
村
人
は
漉
格
調
物
出
資
〈
以
下
こ
の
取
に
お
い
て 

C 


C 


条
の

円
、
第
三



「
鵡
格
合
併
等
い
と
い
う
。 

γ
い
を
「
適
格
合
斜
計
等
」
に
、

「
又
は
現
物
出
資
語
人
」
を
「
、
現
物
出
魔
法
人
又
は
現
物
分

霊
法
え
い
に
、

「
又
は
瀦
格
分
割
型
分
制
に
あ
っ
て
は
、
当
該
適
格
合
併
又
は
適
格
分
割
型
分
携
の

の
前
日
い
を
「
に
あ

つ
て
は
当
該
適
格
合
併
の
日
の
前
日
と
し
、
桟
余
財
産
の
全
部
の
分
配
に
該
当
す
る
適
格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
当
蔽
適
格

現
物
分
配
に
熱
る
残
余
財
腐
の
確
定
の
日
と
す
る
。
」
に
、

「
第
六
十
八
条
の
三
十
剖
第
一
一
一
項
」
を
「
第
六
十
八
条
の
三
十

居
第
一
項
」
じ
、

「
時
条
第
三
項
」
そ
「
出
向
条
第
一
壊
」
に
改
め
、
持
活
慌
を
同
条
第
一
一
凄
と
し
、

関
条
第
五
慣
例
中
「
又
は
第

一
ニ
瑛
」
を
脚
部
り
、
コ
」
れ
ら
の
規
定
」
を
「
開
現
」
止
改
め
、
問
項
を
同
条
橋
三
項
と
し
、
持
条
第
六
項
中
「
か
ら
第
剖
現

ま
で
」
を
「
及
、
び
第
一
一
嘆
い
に
改
め
、 
e

問
項
を
同
条
第
四
璃
と
す
る
。

第
四
十
七
条
の
ご
第
ニ
項
及
び
鍛
四
十
八
条
第
一
一
項
中
「
適
絡
事
後
設
立
い
そ
「
適
格
現
物
分
記
」
に
、
「
適
棒
合
併
、

適
格
分
割
又
は
溜
務
現
物
出
資
」
を
「
適
格
合
併
等
」
に
、

「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
そ
「
、
現
物
密
議
法
人
又
は
礎
物
分

配
法
人
{
以
下
こ
の
現
に
お
い
て

「
被
合
併
法
人
等
い
と
い
う
。
)
」
に
、

「
適
格
合
併
若
し
く
は
適
格
分
部
型
一
分
割
の
日

の
前
日
又
は
議
接
瀦
格
分
社
按
分
離
若
し
く
は
離
絡
現
物
山
山
濃
の
当
」
を
「
適
格
合
許
等
の
日
(
遥
格
合
併
に
あ
っ
て
は
詣

核
適
格
合
併
の
日
の
議
告
と
し
、
残
余
計
間
態
の
全
部
の
分
組
に
該
当
す
る
遊
格
現
物
分
艇
に
あ
っ
て
は
当
該
適
格
現
物
分
配

に
係
る
磯
余
慰
ム
涯
の
確
定
の
呂
と
す
る
。
)
」
に
、

「
被
合
併
訟
入
、
分
割
前
法
人
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
」

二
六
七

仁



二
六
八

を
寸
被
合
許
諾
入
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
一
一
条
の
ご
第
一
項
中
っ
第
四
十
ふ
一
条
の
十
一
嬬
一
一
掛
」
を
削
り
、
開
条
第
問
問
現
中
「
遡
格
挙
後
設
立
」
仙
台
「
灘

格
現
物
分
舵
い
に
改
め
、
同
条
第
五
噴
出
↑
「
ふ
刷
物
後
設
立
法
人
い
を
「
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
又
は
瀬
絡
分
割
桜
一
分
臨
む
あ

つ
て
は
、
当
該
議
格
合
併
又
は
適
格
分
割
按
分
裂
の
自
の

日
い
を
「
に
あ
っ
て
は
混
該
瀧
格
合
併
の
日
の
前
日
と
し
、
残

余
財
産
の
全
部
の
分
配
に
該
当
す
る
適
格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
当
該
適
格
現
物
分
詑
に
係
る
残
余
財
産
の
確
定
の 
5
と
す

る
」
に
、

「
が
遺
務
分
社
型
分
割
」
を
「
が
遺
務
分
割
」
に
、

「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
(
適
格
現
物
分
程

に
あ
っ
て
誌
、
残
余
慰
産
の
全
部
の
分
配
を
捨
く
。
以
下
こ
の
績
に
お
い
て
「
適
格
分
窮
等
」
と
い
う
。
〉
い
に
、

「
瀧
格

分
社
製
分
割
又
は
譲
格
現
物
出
資
」
な
「
践
格
分
鱗
等
い
北
、

「
又
は
現
物
出
資
法
人
い
を
つ
現
物
出
資
法
人
又
は
視
総

分
配
法
人
い
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
の
一
ニ
第
一
一 

4

噴
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
事
後
設
立
法
人
」
を
「
現
物
分
記
法

人
」
に
、

は
当
該
適
格
↑
合
併
の

「
又
は
適
格
分
笥
型
分
割
に
あ
っ
て
辻
、
当
該
適
格
合
併
又
は
適
格
分
譲
型
分
裂
の
自
の
前
日
」
を
「
に
あ
っ
て

日
と
し
、
残
余
財
産
の
全
部
の
分
記
に
該
当
す
る
適
格
現
物
分
説
に
あ
っ
て
は
当
該
適
格
現
物

分
配
に
係
る
議
余
財
議
の
確
定
の
日
と
す
る
い
に
敬
め
、
開
条
第
六
閣
山
中
「
又
は
分
制
的
恕
分
割
の
自
の
前
日
」
を
「
の
践
の

のC 
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前
日
又
は
法
人
税
法
第
-
一
条
第
十
二
号
の
ふ
ハ
に
議
定
す
る
現
物
分
配
〈
残
余
財
産
の
全
部
の
分
配
に
眠
る
。
第
ニ
号
に
お
い

て
「
現
物
分
寵
」
と
い
う
。
)
に
係
る
当
該
残
余
需
産
の
確
定
の 

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
分
割
型
分
割
に
」
を

「
現
物
分
配
に
」
に
、

「
分
割
滋
継
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
又
は
分
割
型
分
割
前
の
直
前
」
を
「
の
室
前
又

H
L

は
当
該
現
物
分
続
に
係
る
残
余
財
藤
の
確
定
の
時
い
に
改
め
、
開
条
第
十
〕
明
中
「
、
適
格
分
社
摺
分
制
い
を
「
、
漉
格
分

割
」
に
、

「
選
一
務
事
後
設
立
(
」
を
「
適
格
現
物
分
配
〈
鋪
格
現
物
分
配
に
あ
っ
て
は
、
残
余
財
産
の
全
部
の
分
配
を
験

く
。
」
に
、

「
遥
諮
分
社
型
分
割
等
」
を
「
遥
格
分
割
等
」
に
、

「
接
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
(
次
寝
立

お
い
て
「
分
類
承
締
法
人
等
」
と
い
う
。
)
い
に
改
め
、
同
条
第
十
二
寝
中
「
適
格
分
社
型
分
創
的
等
」
を
「
適
格
分
割
等
」

叶
分
撰
承
経
法
人
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
分
割
承
継
法
人
等
い
に
改
め
、
同
条
第
十
蹄
鴇


中
「
油
格
分
社
型
分
倒
的
等
い
を
「
連
絡
分
譲
等
い
に
改
め
、
問
条
第
十
八
項
中
「
悶
哨
慌
の
溜
格
分
割
が
分
社
型
分
割
で
あ
る


と
き
の
」
を
揺
り
、
「
の
当
該
連
格
分
譲
」
を
「
の
そ
の
適
格
分
割
前
」
に
改
め
、
同
条
第
二
十
三
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」


を
「
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法 
λ
」
を
「
披
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
有
す
る
特
部
農
却
準
備
金
の
金
額
」


E

そ
「
有
す
る
償
問
}
現
の
特
別
機
却
準
鱗
ふ
燃
の
金
額
(
当
該
被
現
物
分
舵
法
人
の
当
該
鏑
格
魂
物
分
訟
の
日
を
合
む
事
業
年
度

が
連
絡
事
業
年
・
撹 

該
当
す
る
場
合
に
は
、
間
条
第
一
壊
の
特
別
磯
部
構
儲
金
の
金
麟
)
い
は
改
め
、
問
条
鰐
…
…
十
郎
磯
山
ヤ

f 




「
適
絡
事
後
設
立
い
そ
「
滴
格
現
物
分
配
い
は
改
め
、

川
内
条
第
ニ
十
瓦
嶋
中
「
第
一
一
十
三
鳴
に
い
そ
「
第
ニ
十
一
一
一
環
又
は
第

六
十
八
条
の
間
十
一
第
一
一
十
主
演
に
い
に
、

「
被
挙
後
投
立
法
人
の
そ
の
淵
格
事
後
設
立
」
を
「
被
端
部
物
分
記
法
人
{
そ
の

適
格
現
物
分
配
線
に
お
い
て
連
結
法
人
に
該
当
す
る
ち
の
そ
掠
く
。
〉
の
そ
の
適
格
現
物
分
配
」
に
、

「
第
ニ
十
一
一
一
項
の
」

を
「
第
二
十
三
噴
X
は
同
条
第
竺
十
三
項
の
」
に
、

「
当
該
被
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
当
該
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

J

該
適
格
事
後
設
立
」
を
「
当
該
適
格
現
物
分
記
」
に
改
め
る
。

第
五
十
三
条
第
一
項
第
三
号
中
「
、
第
四
十
二
条
の
十
ご
を
削
る
。

十
五
条
第 

項
中
「
平
成
二
十
三
年
一
一
一
月
二 

十
年
目
」
を
「
一
平
成
牟
一
十
凶
年
三
月
一
一
一
十
一
日
」
に
改
め
、 

羽
談
内

欝
法
人
が
当
該
内
同
法
人
を
分
割
法
人
と
す
る
分
割
譲
分
脳
部
〈
連
結
法
人
で
あ
る
当
核
内
国
法
人
が
法
人
税
法
第
十
盟
条
の

ニ
第
一
、
悩
慌
に
規
定
す
る
漉
結
親
法
人
事
業
年
際
開
始
の
臼
の
潔
白
か
お
そ
の
終
了
の
日
ま
で
の
問
に
行
う
ち
の
に
罷
る
。
)

俊
一
狩
っ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
内
閣
法
人
と
の
問
に
連
絡
完
全
支
配
関
係
の
あ
る
連
綿
子
法
人
で
政
令
で
窓
め
る

も
の
そ
織
ぐ
。
」
、

「
げ
人
は
分
割
担
分
割
〈
瀦
格
分
割
裂
分
割
安
鎗
く 
j
)
」
及
、
び
「
リ
人
は
分
割
承
継
法
人
」
を
制
約
り
、

市
慣
の
表
の
一
第
三
号
及
び
第
問
号
中
「
叩
自
分
の
百
」
そ
「
苔
分
の
九
十
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
金
露
鉱
物
そ

第

4

J7

の
也
む
致
令
で
定
め
る
資
漉
」
を
「
及
、
び
金
属
鉱
物
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
要
物
分

じ
ぐ〉

。
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当
「



iJ，、 配
」
に
、

「
合
併
又
は
分
割
型
分
離
の
日
」
を
「
合
併
の
日
」
む
改
め
、
岡
市
明
第
二
号
中
守
人
は
分
割
型
分
割
」
及
び
「
又

は
分
割
承
継
法
人
」
を
制
的
り
、
間
条
第
九
項
中
「
、
適
格
分
社
型
分
割
」
を
「
、
遺
格
分
割
」
に
、

を
「
瀧
絡
現
物
分
醍
〈
以
下
乙
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
適
務
分
割
等
」
と
い
う
ο

)

に
」
に
、

仙
台
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
議
格
事
後
設
怠
に
い

「
披
事
後
設
立
法
人
」

吋
当
該
適
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
当
該
連
絡
分
割

J

.
等
」
に
、
 

ロ
分
の
百
」
を
「
苔
分
の
九
十
」
に
改
め
、
間
条
第
十
項
中
「
適
格
分
社
製
分
割
、
瀦
格
環
物
出
繭
又
は
適
格

事
後
設
立
」
を
「
漉
格
分
割
等
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
問
項
の
漉
格
分
説
が
分
社
郡
一
分
割
で
あ
る
と
き
の
」
を
前

、

「
の
当
該
適
格
分
割
い
を
「
の
そ
の
瀦
絡
分
割
」
に
歌
め
、
同
条
第
二
十
二
頃
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
「
溺
務
現
物

分
配
い
に
、

「
披
事
後
設
立
法
人
」
を
「
被
現
物
分
配
法
人
」
に
改
め
、

「
の
海
外
投
資
等
擦
失
準
備
金
の
金
額
」
の
下
に

「
(
当
該
被
環
物
分
配
法
人
の
当
該
適
格
現
物
分
配
の
日
を
含
む
事
業
年
度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
問

条
第
一
一
樹
の
海
外
投
棄
等
損
失
準
鏑
金
の
金
額
〉
」
を
加
え
、
問
問
条
第
二
十
一
一
一
項
中
「
適
格
事
後
設
立
」
を
吋
適
格
現
物
分

配
い
に
改
め
、
同
条
第
二
十
顕
現
中
「
第
一
一
十
ニ
項
」

の
下
に
「
又
は
第
六
十
八
条
の
瓶
十
三
第
十
八
柄
引
」
を
加
え
、

嘆
の
被
事
後
設
立
法
人
が
そ
の
適
絡
事
後
設
立
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
の
被
現
物
分
配
法
人
〈
そ
の
適
格
現
物
分
配
後
に
お

い
て
連
結
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
〉
が
そ
の
博
一
格
現
物
分
配
」
に
改
め
、

開
条
第
一
一
十
五
項
中
「
第
一
一
十
一
一
明
�
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に
」
を
「
議
ニ
十
二
項
又
は
第
六
十
八
条
の

三
第
十
八
項
に
」
に
、

「
被
事
後
設
立
法
人
の
そ
の
溺
格
事
後
設
立
」
を

「
被
暁
物
分
担
法
人
(
そ
の
適
格
現
物
分
配
後
に
お
い
て
連
絡
法
人
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
)
の
そ
の
適
絡
現
物
分

配
」
に
、

「
第
二
十
一
一
滴
の
」
を
「
第
一
一
十
二
理
又
は
問
条
第
十
八
壌
の
」
に
、
「
当
該
被
事
後
設
立
法
人
」
そ
「
当
該
被

現
物
分
配
法
人
」
に
、

「
当
該
適
格
事
後
設
立
」
を
「
当
該
選
格
現
物
分
凱
い
に
改
め
、
同
条
第
ニ
十
六
項
中
「
又
は
第
五

現
」
を
「
、
第
五
環
又
は
第
六
項
い
に
改
め
る
。

第
玩
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
平
成
一
一
十
二
年
一
一
一
月
一
二
十
一
行
」
を
「
平
成
一
一

路
年
三
月
一
二
十
一
日
」 

に
改
め
、

「又

捻
分
割
型
分
割
(
遥
格
分
割
型
分
割
を
料
開
く
。
)
」
及
、
び
「
又
は
分
割
承
織
法
人
」
を
削
り
、

「
、
適
格
制
物
出
資
又
は
遡

格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
遥
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

同
条
鍛
…
…
一
項
中
「
、
滴
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
ー
マ
〈

法
適
格
税
物
出
資
」
に
、

吋
合
併
又
は
分
割
型
分
割
の
自
」
を
「
合
併
的
自
」
に
改
め
、
伺
項
第
一
…
号
イ
中
「
又
は
分
霞
型

分
割
」
及
び
「
又
は
分
割
承
継
法
人
」
を
期
り
、
同
条
第
四
項
及
び
第
玄
寝
中
「
、
第
十
一
一
事
及
び
第
十
四
環
」
を
「
攻
お

第
十
一
一
頃
」
に
改
め
、
掲
条
第
七
項
中
「
譲
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
山
山
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
又
は

適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
魔
法
人
又
は
被
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第

八
項
中
「
瀧
格
分
社
型
分
離
、
適
格
現
物
申
潟
県
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
耽
め
、
阿
向

i
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条
第
十
四
項
及
、
び
第
十
五
項
を
部
り
、
開
条
第
十
六
瑛
を
同
条
第
十
四
項
と
す
る
。

第
五
十
一
点
条
の
ム
ハ
第
一
慣
例
中
「
又
は
分
割
型
分
割
〈
適
格
分
割
盟
分
割
を
除
く
。
〉
」
及
、
び
「
又
は
分
割
承
継
法
人
」
を

関
り
、
同
条
第
五
噴
出
↑
「
、
議
絡
現
物
出
資
又
は
遥
務
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
合
併
又
は
分
制
調

分
割
前
の
日
」
を
「
合
併
の
自
」
に
改
め
、
関
項
第
二
号
中
「
又
は
分
創
的
型
分
割
い
及
び
「
又
は
分
倒
的
承
継
法
人
い
を
出
り
、

開
条
第
六
現
及
、
ひ
第
七
項
中
つ
第
十
賠
現
及
、
び
第
十
六
慣
例
い
を
「
及
が
第
十
盟
寝
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
瀦
格
分

社
塑
分
割
、
遺
格
現
物
出
資
又
は
璃
格
事
後
設
立
」
を
「
適
格
分
説
又
は
連
絡
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又

は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
マ
〈
は
被
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
十
項
中
「
遡
絡
分
社
刑
制
一
分
帆
齢
、
適
格
模
物
出
資
又

は
適
格
事
鐙
設
立
」
を
「
適
格
分
寵
又
は
漉
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、

同
条
第
十
六
項
及
、
ひ
第
十
七
項
を
掛
り
、

同
条
第
十

八
項
を
向
条
第
十
六
現
と
す
る
。

第
五
十
五
条
の
七
第
一
一
嶋
中
づ
平
成

ニ
年
三
月
三
十
一
言
」
を
「
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
自
」
に
改
め
、

「又

は
分
割
型
分
部
〈
滴
格
分
割
型
分
制
掛
か
}
除
く
。
)
」
及
び
「
又
は
分
割
承
継
法
人
」
を
削
黙
り
、

「
、
適
栴
現
物
出
資
又
は
瀦

絡
事
後
殺
立
」
を
「
マ
〈
は
適
格
現
物
出
資
」
に
改
め
、
間
条
第
一
一
一
項
中
「
、
適
格
務
物
出
資
又
は
漉
格
事
後
設
立
い
を
「
又

は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

ぷ
口
併
又
は
分
割
幾
分
割
の
思
い
を
「
合
併
の
日
」
に
改
め
、
関
噴
第
ニ
ロ
ヴ
イ
中
「
又
は
分
制
的
型
-

L 
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分
割
」
及
川
げ
「
又
は
分
劉
承
継
法
人
い
を
削
り
、
同
条
第
密
項
及
び
第
五
項
中
「
、
第
十
二
項
及
び
第
十
四
騒
い
を
「
及
び

第
十
二
項
」
に
改
め
、
開
条
第
七
項
中
「
滴
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
辻
適
格
率
後
設
立
い
を
「
適
格
分
鶴
マ
〈
は

連
絡
現
物
出
資
」
に
、
「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
被
事
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
灘
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第

八
項
中
「
瀦
格
分
社
型
分
割
、
適
格
現
物
出
資
又
は
適
格
挙
後
設
立
」
を
「
適
格
分
撰
又
は
適
格
現
物
密
資
」
に
改
め
、
河

条
第
十
四
項
及
び
第
十
五
項
を
黙
り
、
同
条
第
十
六
項
を
則
条
携
し 

四
項
と
す
る
。

第
韮
十
六
条
第
二
項
中
「
又
は
分
割
割
分
割
(
溺
格
分
離
聖
分
割
を
除
く
。
)
」
及
、
び
「
又
は
当
該
分
割
前
欝
分
割
い
を
制
限


り
、
同
条
第
五

「
、
蹴
格
現
物
出
資
又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
又
は
適
格
現
物
出
資
い
に
、

ぷ
口
併
又
は
分
議
型
分


訴
の
日
」
を
「
合
併
の
呂
」
に
改
め
、
同
署
第
三
号
イ
中
「
又
は
分
割
型
分
割
い
及
び
「
又
は
分
割
承
継
法
人
い
を
削
り
、


向
条
第
六
機
及
び
第
七
項
中
「
、
第
十
五
酬
明
及
び
第
十
七
噴
い
を
「
及
び
第
十
五
項
い
に
改
め
、
開
条
第
十
項
中
「
遺
格
分


社
惣
分
割
、
選
格
現
物
出
資
又
は
漉
格
事
後
設
立
」
を
「
濃
絡
分
割
又
は
適
格
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
密
資
法
人
又


は
援
事
後
設
立
法
人
い
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
い
に
改
め
、
開
条
第
ト
一
現
中
「
適
格
分
社
割
分
雷
、
適
格
現
物
密
資


又
は
適
格
事
後
設
立
」
を
「
議
格
分
割
又
は
議
格
理
物
出
資
」
に
改
め
、
附
条
第
十
七
項
及
び
第
十
八
項
を
揺
り
、
同
条
第


i

十
九
項
を
河
条
第
十
七
壊
と
す
る
。 
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第
去
十
七
条
の
五
第
七
噴
出
ヤ
吋
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
〈
法
人
税
法
第
二
条
第
十
一
一
号
の
ふ
ハ
に
規
定
す
る
事
後
設
立

を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
問
じ
。
)
」
を
〔
又
は
現
物
出
資
」
に
一
、

人
」
を
「
又
は
被
現
物
出
資
法
人
」
一
に
、

つ
被
現
物
指
資
法
人
又
は
披
事
後
設
立
法

「
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
に
係
る
」
を
「
又
は
現
物
出
資
に
揺
る
」
に
、

「
、
現
物
出
資
法
人
又
は
事
後
設
立
法
人
い
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
開
条
第
十
回
一
項
中
「
分
社
型
分
割
、
現

物
出
資
又
は
事
後
設
立
い
を
「
分
割
又
は
現
物
出
議
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
又
は
誠
一
刷
物
後
役
立
法
人
い
そ
守
人
は
被

現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
関
条
第
十
一
ニ
項
中
「
分
社
型
分
割
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
」
を
「
分
割
又
は
現
物
出
資
」

に
改
め
、
開
条
第
十
七
項
を
削
り
、
同
条
第
十
八
項
を
同
条
第
十
七
現
と
す
る
。

第
班
十
七
条
の
ふ
ハ
期
間
同
職
中
「
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
〈
法
人
税
法
第
一
一
条
第
十
一
…
吟
の
六
に
規
定
す
る
事
後
設
立

ぅ
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
〉
」
を
「
又
は
現
物
出
資
」
に
、

「
、
被
現
物
出
資
法
人
文
は
被
事
後
設
立
法

人
」
を
「
又
は
披
現
物
出
資
法
人
」
に
、

「
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
に
係
る
」
を
「
又
は
現
物
出
資
に
諮
る
」
に
、

っ
現
物
出
資
法
人
又
は
挙
後
設
立
法
人
」
を
「
又
は
現
物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
八
期
中
「
分
社
翠
分
割
、
現
物

部
資
一
又
は
事
後
設
立
」
を
「
分
割
又
は
現
物
密
資
い
に
、

「
、
被
環
物
出
資
法
人
又
は
被
挙
後
段
忠
法
人
い
を
「
又
は
被
瑚

物
出
資
法
人
」
に
改
め
、
同
条
第
九
寝
中
「
分
社
型
分
割
、
現
物
出
資
又
は
事
後
設
立
」
を 
2

「
分
割
又
は
現
物
出
資
」
に
改

二
七
五

を


